
和歌山市内における街頭犯罪認知件数は１１年連続で減少！

　和歌山市内における街頭犯罪の認知件数は、平成１３年の８，２０３件から１１年連続で減少し、平成
２４年１～１２月の１年間では２，９７０件（暫定値）と前年比で８６件減少し、平成１３年との比較では５，
２３３件減少となっています。
　しかしながら、人口千人当りの犯罪率は和歌山県内ワースト１です。自転車にはツーロックをし、車内
には荷物を置いたままにしないように注意しましょう。

　春になり、子どもの行動範囲も広くなります。また、入学などで環境が変わる時期でもあります。子ど
もが連れ去りなどの犯罪に巻き込まれないようにするためにも、「イカのおすし一人前」などの標語を利
用して、子どもに自分で身を守るノウハウを身につけてもらうことが大切です。
　また、日ごろからご家庭で良く話をして、「どんな所があぶないのか？」や「いざという時にどこに逃げ
込めば良いか？」など、子どもと具体的に話しておくことも大切です。
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　子どもと「イカのおすし一人前」のお約束を！！

・・・しらない人にはついて行かない

・・・しらない人の車には乗らない

・・・たすけて！と大声でさけぶ

・・・こわい、あやしいと思ったらすぐ逃げる

・・・どんな人が、どこで、何をしたか

を大人に知らせる

・・・外であそぶ時はみんなで！

・・・でかける前は、

おうちの人に言ってから


